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イスラエル・ワインをご紹介します！ ワ
イ
ン
に
関
す
る
お
問
合
せ
・
ご
注
文
は

ミ
ル
ト
ス
ま
で
ど
う
ぞ
！
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ミ
レ
ジ
ム
か
ら
の
発
送
に
な
り
ま
す
︒

今読んでおきたい本

Ｙ・Ｋ・ハレヴィﾠ著
神藤誉武ﾠ訳

光永光翼ﾠ著
田中マコトﾠ漫画

林幹雄ﾠ著

パレスチナ紛争の入
門書。互いにアブラ
ハムの子孫として祝
福の基になることを
促す画期的な書。

中東各地に数十年
間駐在して研究し
続けた著者独自の
視点と体験を元に
中東を紐解く。

A5 版ﾠ488 頁ﾠ￥3,080

四六版ﾠ284 頁ﾠ￥2,750

四六版ﾠ160 頁ﾠ￥1,870

A5 版ﾠ260 頁ﾠ￥2,750

イスラエルのユダヤ人
からの手紙

Ｄ・ゴーディスﾠ著
神藤誉武ﾠ訳

イスラエル国がど
のように復活し現
在に至ったか、聖
書時代から紐解き、
ユダヤ人の辿った
歴史を分かりやす

エルアル・イスラ
エル航空の歴史を
通じて、ユダヤ人
の歴史とイスラエ
ル建国がわかる。
楽しい漫画を交えた笑いと涙の物語！

く紹介する、イスラエル近代史の決定版。
これ1冊でイスラエルのすべてがわかる！

民族復活の歴史

近くの隣人より
遠くの血縁

世界一安全な航空会社

イスラエル

わが親愛なる
パレスチナ隣人へ

イスラエルの翼
エルアル 中東を動かす
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撮影・平岡真一郎

ハヌカ祭－ヤッフォ門のプロジェクションマッピング

 ギャラリー　　　　　　　　  が贈る今月の一枚 ←よく使っているロゴですが、
　サイズを変更すると、背景の水色の形が変わってしまいます。

★手漉き和紙にプリントした、絵画のような独特な風合いをもつ作品です★

制作元：ギャラリー「イスラエルの風」
 〒183-0042東京都府中市武蔵台 2-18-24

サ
イ
ズ

41.5×32.5㎝ 40,000 円 お問合せは
ミルトスへ

破壊されたスデロット市の警察署跡に設置された高さ 12mのハヌキヤ

ハヌカ祭にエルサレムのヤッフォ門に投影されたハヌキヤ（9枝の燭台）。
この祭りは紀元前 2世紀、マカバイ戦争に勝利してエルサレム神殿を
清めた故事を記念して 8日間祝われ、光の祭りとも呼ばれる。毎年恒
例となったこのプロジェクションマッピングは、今年も開催される。

「私たちの光を消すことはできない
⸺ イスラエルの民は生きている」
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ミルトスはイスラエルに育つ低木。
常緑でその葉は芳香を放ち不死と
成功の象徴とされた。（イザヤ 41:19）

▲ イスラエル 御馳走帖 ▲

ガザの海鮮料理 ――― 越出水月　 63

▲ 聖書の世界 エッセイ ▲

風に吹かれて ――― 池田　裕　 38

エッセイ
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声のひろば　80 編集後記　82

シネマレビュー　55

● 一つの神と三つの宗教 ●

聖戦かジハードか ――― 塩尻和子　 70

● サムエル記講話 ●

ダビデが亡命した目的 ――― ラビ・ベニー・ラウ　 58

● 目からウロコの新約聖書 ●

使徒言行録６章におけるやもめたちの奉仕（下） ――― 藤原豊樹　 48

聖書・歴史

ミルトスはイスラエルと共に ――― 谷内意咲　 4

中東・イスラエル情報

■ 知っておきたい中東・イスラム ■

ハマスが企てる「停戦」の意味 ――― 光永光翼　 66

■ 日本の非常識からみた中東の非常識 ■

人間を盾に使うハマス ――― 滝川義人　 26

■ イスラエル 多角多論 ■

１０月７日 暗黒の安息日 ――― 齋藤真言　 16

■ イスラエル並びにユダヤ人に関するノート ■

ハマスによるイスラエル攻撃 ――― 佐藤　優　 8

■ 日本・イスラエル　コラボレーションの道 ■
イスラエルのレジリエンス ――― 新井　均　 30

表紙写真：ガザ地区周辺の戦闘地域に立てられたイスラエル国旗
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か
つ
て
な
い
規
模
の
奇
襲
攻
撃

　

10
月
７
日
㈯
の
午
後
は
、
い
つ
も
ど
お

り
私
の
主
催
す
る
ヘ
ブ
ラ
イ
語
講
座
を
や

っ
て
い
た
。
講
座
を
終
え
た
夕
方
頃
、
イ

ス
ラ
エ
ル
で
何
か
事
件
が
起
き
た
ら
し
い

と
い
う
一
報
を
受
け
、
現
地
の
ニ
ュ
ー
ス

サ
イ
ト
を
見
て
愕
然
と
し
た
。

　

ハ
マ
ス
が
数
千
発
の
ロ
ケ
ッ
ト
弾
を
発

射
し
た
の
を
合
図
に
、
大
量
の
テ
ロ
リ
ス

ト
が
ガ
ザ
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
領
内
に
な
だ

れ
込
ん
で
き
た
と
い
う
。
そ
の
時
点
で
侵

入
し
た
テ
ロ
リ
ス
ト
の
数
は
百
数
十
人
と

報
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
後
に
数
千
人
レ
ベ

ル
だ
と
判
明
し
た
。
そ
れ
が
た
と
え
百
人

で
あ
っ
て
も
、
か
つ
て
な
い
規
模
の
テ
ロ

攻
撃
だ
っ
た
。
大
変
な
こ
と
が
起
き
て
い

る
こ
と
だ
け
は
分
か
っ
た
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
時
差
は
６
時
間
（
今

は
７
時
間
）、
日
本
の
夜
中
が
現
地
の
夕
刻

に
な
る
。
ガ
レ
イ
・
ツ
ァ
ハ
ル
（
24
時
間

放
送
の
イ
ス
ラ
エ
ル
ラ
ジ
オ
）
を
ネ
ッ
ト
で

聞
き
つ
つ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ニ
ュ
ー
ス
サ

イ
ト
を
複
数
チ
ェ
ッ
ク
し
、
徐
々
に
明
ら

か
に
な
っ
て
い
く
状
況
か
ら
目
が
離
せ
な

く
な
っ
た
。
会
社
に
居
残
り
、
気
づ
い
た

ら
日
付
が
変
わ
っ
て
い
た
。

　

翌
日
か
ら
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ヘ

ブ
ラ
イ
語
通
訳
者
と
し
て
登
録
し
て
い
る

私
は
、
こ
の
日
か
ら
連
日
テ
レ
ビ
局
に
詰

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
地
か
ら
も
た
ら

さ
れ
る
映
像
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
部
分
を
翻
訳

す
る
と
い
う
仕
事
で
あ
る
。

　

日
本
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
到
底
放
映
で
き

な
い
テ
ロ
の
残
虐
な
シ
ー
ン
が
数
多
く
届

い
て
い
た
。
ハ
マ
ス
が
自
ら
撮
影
し
た
も

の
で
、
テ
レ
グ
ラ
ム
と
い
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ペ

ー
ジ
に
ア
ッ
プ
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
当

初
メ
デ
ィ
ア
の
論
調
は
、
ハ
マ
ス
の
テ
ロ

攻
撃
は
許
せ
な
い
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
国
防
軍
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）
は
す

ミ
ル
ト
ス
は
イ
ス
ラ
エ
ル
と
共
に

谷
内
意
咲
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ハ
マ
ス
に
よ
る
テ
ロ
攻
撃

　

Ｚ
君
、
10
月
７
日
に
パ
レ
ス
チ
ナ
自

治
政
府
の
ガ
ザ
地
区
を
実
効
支
配
す
る

イ
ス
ラ
ム
教
ス
ン
ナ
派
武
装
集
団
の
ハ

マ
ス
が
イ
ス
ラ
エ
ル
を
攻
撃
し
、
無
辜

の
市
民
に
多
数
の
犠
牲
者
が
出
ま
し

た
。
ま
た
ハ
マ
ス
は
２
０
０
人
以
上
の

人
質
を
取
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は

イ
ス
ラ
エ
ル
国
籍
を
持
つ
人
、
イ
ス
ラ

エ
ル
以
外
の
国
籍
を
持
つ
人
、
イ
ス
ラ

エ
ル
と
別
の
国
籍
を
併
せ
持
つ
多
重
国

籍
の
人
々
が
含
ま
れ
て
い
る
と
見
ら
れ

ま
す
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
ハ
マ
ス
を
テ
ロ
組

織
で
あ
る
と
認
定
し
、
二
度
と
ガ
ザ
地

区
を
支
配
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
掃
討

作
戦
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
イ
ス
ラ
エ

ル
国
家
と
ユ
ダ
ヤ
人
の
生
存
権
が
か
か

っ
た
こ
の
掃
討
作
戦
に
対
す
る
日
本
の

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
や
評
論
家
の
見
方

は
、
ず
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
事
柄

の
本
質
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

分
析
な
き
日
本
の
報
道

　

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
機
関
で
情
勢
分

析
を
す
る
際
に
は
、「
事
実
」、「（
当
事

者
の
）
認
識
」、「（
分
析
官
に
よ
る
）
評
価
」

を
区
別
す
る
こ
と
が
重
要
と
叩
き
込
ま

れ
ま
す
。
私
が
新
聞
や
雑
誌
に
寄
稿
す

る
と
き
に
も
こ
の
３
つ
の
区
別
を
常
に

意
識
し
て
い
ま
す
。

イ
ス
ラ
エ
ル
並
び
に
ユ
ダ
ヤ
人
に
関
す
る
ノ
ー
ト

97

佐
藤
　
優

〔撮影： 森清〕

ハ
マ
ス
に
よ
る

　
　

 
イ
ス
ラ
エ
ル
攻
撃
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サ
イ
レ
ン
で
目
覚
め
た
安
息
日

　

２
０
２
３
年
10
月
７
日
は
イ
ス
ラ
エ
ル

史
上
︑
否
ユ
ダ
ヤ
史
上
で
記
憶
さ
れ
る
日

と
な
る
だ
ろ
う
︒
９
月
の
ユ
ダ
ヤ
新
年
か

ら
始
ま
り
︑
ヨ
ム
キ
プ
ー
ル
︵
贖
罪
日
︶︑

ス
コ
ッ
ト
︵
仮
庵
祭
︶
と
続
く
一
連
の
祭

日
を
締
め
く
く
る
最
終
日
︒
こ
の
日
は
シ

ム
ハ
ッ
ト
・
ト
ー
ラ
ー
︵
ト
ー
ラ
ー
の
喜
び
︶

と
呼
ば
れ
︑
１
年
か
け
て
モ
ー
セ
五
書
を

読
み
終
わ
る
喜
び
の
日
で
︑
今
年
は
安
息

日
と
重
な
っ
て
い
た
︒
こ
の
日
︑
ハ
マ
ス

に
よ
る
テ
ロ
奇
襲
攻
撃
に
よ
っ
て
多
く
の

人
が
惨
殺
さ
れ
︑
２
０
０
名
を
超
え
る
人

が
ガ
ザ
地
区
へ
拉
致
さ
れ
た
︒
喜
び
の
日

は
暗
黒
の
日
へ
と
一
転
し
た
︒

　

私
は
前
日
の
金
曜
日
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル

南
部
の
ネ
ゲ
ブ
砂
漠
に
あ
る
ミ
ツ
ペ
ラ
モ

ン
で
家
族
と
過
ご
し
︑
息
を
の
む
大
景
観

を
楽
し
ん
で
い
た
︒
兵
役
任
務
に
就
い
て

い
る
息
子
の
所
属
基
地
が
ミ
ツ
ペ
ラ
モ
ン

か
ら
車
で
１
時
間
ほ
ど
の
エ
ジ
プ
ト
国
境

沿
い
に
あ
り
︑
こ
の
基
地
に
通
じ
る
国
道

10
号
線
が
年
に
３
回
ユ
ダ
ヤ
の
祭
日
期
間

の
み
一
般
開
放
さ
れ
る
た
め
︑
翌
７
日
に

訪
問
す
る
予
定
だ
っ
た
︒
幸
い
息
子
は
６

日
の
夕
方
か
ら
一
晩
だ
け
外
出
許
可
を
得

た
の
で
︑
そ
の
夜
は
久
々
に
家
族
水
入
ら

ず
の
ひ
と
時
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
︒

　

安
息
日
の
早
朝
６
時
半
︑
静
寂
に
包
ま

れ
た
ミ
ツ
ペ
ラ
モ
ン
に
響
く
サ
イ
レ
ン
で

目
を
覚
ま
し
た
︒
低
い
音
か
ら
始
ま
っ
て

音
程
が
上
下
す
る
通
常
の
サ
イ
レ
ン
と
は

違
っ
て
い
た
た
め
︑
当
初
は
何
が
起
き
た

の
か
理
解
で
き
な
か
っ
た
が
︑
し
ば
ら
く

し
て
上
空
で
ボ
ン
ボ
ン
と
爆
発
音
が
鳴
り

響
き
始
め
た
︒
ロ
ケ
ッ
ト
弾
を
迎
撃
す
る

ア
イ
ア
ン
ド
ー
ム
ミ
サ
イ
ル
の
爆
発
音
だ

っ
た
︒
数
年
に
１
度
く
ら
い
の
頻
度
で
ガ

ザ
地
区
か
ら
の
攻
撃
が
あ
る
の
で
︑
今
回

も
そ
の
類
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
の
だ
が
︑

こ
の
時
間
に
想
像
を
絶
す
る
惨
事
が
起
き

て
い
る
と
は
夢
想
だ
に
し
な
か
っ
た
︒

　

ガ
ザ
地
区
周
辺
な
ら
ま
だ
し
も
ネ
ゲ
ブ

地
域
が
攻
撃
対
象
に
な
る
こ
と
は
ま
ず
な

58

イ
ス
ラ
エ
ル

多
角
多
論

10
月
７
日

暗
黒
の
安
息
日

齋
藤
真
言
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m

メ
デ
ィ
ア
の
偏
向
報
道

　

ハ
マ
ス
に
よ
る
住
民
殺
戮
と
人
質
拉
致

に
端
を
発
す
る
今
回
の
事
件
で
筆
者
は
論

理
の
ね
じ
ま
が
っ
た
異
次
元
の
世
界
に
い

る
よ
う
な
感
覚
を
味
わ
っ
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
は
、
ま
ず
ガ
ザ
回
廊
を
「
天

井
の
な
い
牢
獄
」
と
規
定
し
、
イ
ス
ラ
エ

ル
の
封
鎖
に
よ
っ
て
２
０
０
万
以
上
の
住

民
が
押
し
こ
め
ら
れ
、
苦
し
い
生
活
に
呻

吟
し
て
い
る
印
象
を
作
り
出
す
。
南
側
の

境
界
域
を
エ
ジ
プ
ト
が
封
鎖
し
て
い
る
こ

と
は
指
摘
し
な
い
の
で
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト

は
、
過
激
派
組
織
ヴ
ィ
ラ
ヤ
ト
・
シ
ナ
イ

の
テ
ロ
に
悩
ま
さ
れ
、
騒
乱
の
も
と
に
な

る
ハ
マ
ス
は
も
と
よ
り
ガ
ザ
住
民
の
流
入

な
ど
望
ん
で
い
な
い
。
地
中
海
沿
岸
に
は

イ
ス
ラ
エ
ル
の
生
産
す
る
天
然
ガ
ス
を
液

化
す
る
装
置
が
エ
ジ
プ
ト
に
あ
り
、
沿
岸

水
域
の
警
戒
も
厳
重
に
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

m

人
質
救
出
停
止
を
叫
ぶ
〝
文
化
人
〟

　

10
月
25
日
付
日
経
コ
ラ
ム
「
春
秋
」
は
、

「
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
空
爆
で
、
日
々
数
百

人
規
模
で
犠
牲
者
が
増
え
て
ゆ
く
。
涙
を

流
し
搬
送
さ
れ
る
子
供
た
ち
の
姿
は
直
視

が
難
し
い
。
本
格
的
な
地
上
侵
攻
と
な
れ

ば
、
人
道
危
機
の
広
が
り
は
想
像
も
つ
か

な
い
」
と
書
い
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
が
全
面
に
押
し
出
す
キ
ー

ワ
ー
ド
は
〝
人
道
の
危
機
〟
で
あ
る
。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
空
爆
で
破
壊
さ
れ
た
と
い

う
建
物
の
残
骸
と
傷
つ
い
た
子
供
、
幼
児

を
抱
え
て
走
る
大
人
の
シ
ー
ン
を
組
み
合

わ
せ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
せ
い
で
悲
惨
な
状

況
に
な
っ
て
い
る
と
し
、
人
道
の
危
機
で

あ
る
、
食
料
も
尽
き
た
。
燃
料
も
医
薬
品

滝
川
義
人

人
間
を
盾
に
使
う
ハ
マ
ス

日
本
の
非
常
識
か
ら
み
た
中
東
の
非
常
識

―
― 
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ガ
ザ
双
方
の

住
民
を
傷
つ
け
る
テ
ロ
組
織
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こ
の
連
載
で
は
、
約
２
年
に
わ
た
っ
て

日
本
と
イ
ス
ラ
エ
ル
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
と
い
う

切
り
口
で
、
様
々
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

事
例
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

エ
コ
シ
ス
テ
ム
、
さ
ら
に
は
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
対
す
る
投
資
家
の
視
点
な
ど
を

紹
介
し
て
き
た
。
し
か
し
、
10
月
７
日
の

ハ
マ
ス
に
よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
奇
襲
以

降
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
し
て

あ
ら
ゆ
る
状
況
が
一
変
し
て
し
ま
っ
た
。

航
空
自
衛
隊
の
輸
送
機
に
よ
る
イ
ス
ラ
エ

ル
か
ら
の
邦
人
退
避
も
２
度
実
施
さ
れ
、

技
術
探
索
や
協
業
の
た
め
に
大
企
業
か
ら

現
地
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
日
本
人
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
日
本
に
帰
国
し

た
よ
う
だ
。

　

今
年
３
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た

エ
ル
ア
ル
航
空
に
よ
る
直
行
便
も
10
月
末

で
一
時
運
休
と
な
り
、
日
本
・
イ
ス
ラ
エ

ル
間
の
人
流
は
ほ
ぼ
止
ま
っ
た
状
態
に
あ

る
。
こ
の
戦
争
（
さ
ら
に
は
実
現
す
る
で
あ

ろ
う
と
期
待
す
る
和
平
）
が
ど
の
よ
う
な
展

開
と
な
る
の
か
予
測
は
困
難
だ
が
、
あ
く

ま
で
「
日
・
イ
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と

い
う
切
り
口
か
ら
、
イ
ス
ラ
エ
ル
企
業
の

事
業
継
続
性
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
、
日
・
イ
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

影
響
、
日
本
あ
る
い
は
日
本
人
に
求
め
ら

れ
る
も
の
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

イ
ス
ラ
エ
ル
企
業
の
事
業
継
続
性

　

国
民
皆
兵
の
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
10
月
７

日
以
降
、
直
ち
に
多
く
の
予
備
役
が
召
集

さ
れ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
ハ
マ
ス
の
掃
討

作
戦
、
人
質
救
出
作
戦
を
開
始
し
た
。
企

イ
ス
ラ
エ
ル
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

新
井　

均

l

日
本
・
イ
ス
ラ
エ
ル　
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
道l

12



　　　　　 2023/12

38

● 

空
の
空

コ
ヘ
レ
ト
は
言
う
。

空く
う

の
空く
う

空
の
空
、
一
切
は
空
で
あ
る
。

　

太
陽
の
下
、
な
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
労
苦
は

　

人
に
何
の
益
を
も
た
ら
す
の
か
。

　

一
代
が
過
ぎ
、
ま
た
一
代
が
興
る
。

　

地
は
と
こ
し
え
に
変
わ
ら
な
い
。

　

日
は
昇
り
、
日
は
沈
む
。

　

南
へ
向
か
い
、
北
を
巡
り

　

巡
り
巡
っ
て
風
は
吹
く
。

　

風
は
巡
り
続
け
て
、
ま
た
帰
り
ゆ
く
。

　

す
べ
て
の
川
は
海
に
注
ぐ
が

　

海
は
満
ち
る
こ
と
が
な
い
。

　

ど
の
川
も
行
く
べ
き
と
こ
ろ
へ
向
か
い

　

絶
え
る
こ
と
な
く
流
れ
ゆ
く
。（

コ
ヘ
レ
ト
の
言
葉
１
・
１
～
７
）

　

コ
ヘ
レ
ト
は
旧
約
聖
書
時
代
も
終
盤
に
近
い
紀
元
前
３
世
紀
半

ば
こ
ろ
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征
の
結
果
パ
レ
ス
チ
ナ

を
含
む
オ
リ
エ
ン
ト
世
界
全
体
が
ギ
リ
シ
ア
・
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文
明

の
強
い
影
響
下
に
置
か
れ
た
時
代
に
生
き
た
ヘ
ブ
ラ
イ
の
知
者
で

あ
る
。
彼
は
続
け
て
言
う
――

池
田
　
裕

風
に
吹
か
れ
て

聖
書
の
世
界 

エ
ッ
セ
イ
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❍
ギ
リ
シ
ア
語
を
話
す
ユ
ダ
ヤ
人

　

使
徒
言
行
録
６
章
の
冒
頭
に
は
︑
何

の
前
触
れ
も
な
く
﹁
ギ
リ
シ
ア
語
を
話

す
ユ
ダ
ヤ
人
﹂﹁
ヘ
ブ
ラ
イ
語
を
話
す

ユ
ダ
ヤ
人
﹂
と
い
う
２
つ
の
グ
ル
ー
プ

の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
︒﹁
ヘ
ブ

ラ
イ
語
を
話
す
ユ
ダ
ヤ
人
﹂
と
は
イ
ス

ラ
エ
ル
生
ま
れ
の
地
元
住
民
で
︑
伝
統

的
な
ユ
ダ
ヤ
教
の
影
響
下
に
あ
る
人
々

で
し
た
︵
た
だ
し
以
下
で
は
︑
キ
リ
ス
ト
者

と
な
っ
た
﹁
ヘ
ブ
ラ
イ
語
を
話
す
ユ
ダ
ヤ
人
﹂

を
指
す
︶︒﹁
ギ
リ
シ
ア
語
を
話
す
ユ
ダ

ヤ
人
﹂
と
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
地
に
あ
る

ギ
リ
シ
ア
都
市
に
住
む
ユ
ダ
ヤ
人
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
が
︑
そ
の
多
く
は
諸
外

国
で
生
ま
れ
育
ち
︑
ギ
リ
シ
ア
語
と
ギ

リ
シ
ア
文
化
に
慣
れ
親
し
ん
だ
人
々
で

﹁
離
散
の
ユ
ダ
ヤ
人
﹂
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
︒
そ
れ
は
元
来
バ
ビ
ロ
ニ
ア
捕

囚
︵
紀
元
前
６
世
紀
︶
で
強
制
移
住
さ
せ

ら
れ
た
人
々
で
し
た
が
︑
次
第
に
商
人

や
奴
隷
と
し
て
の
移
住
な
ど
に
よ
り
︑

イ
ス
ラ
エ
ル
以
外
の
地
に
住
む
ユ
ダ
ヤ

人
を
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒
ロ
ー

マ
時
代
に
は
帝
国
内
の
ユ
ダ
ヤ
人
口
は

約
４
５
０
万
人
で
し
た
か
ら
︑
ユ
ダ
ヤ

人
の
住
ま
な
い
都
市
は
な
い
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
で
し
た
︒
過
越
し
祭
を
迎
え
ま

す
と
︑
毎
年
10
万
人
以
上
の
ユ
ダ
ヤ
人

が
ロ
ー
マ
帝
国
の
内
外
か
ら
エ
ル
サ
レ

ム
に
来
て
い
ま
し
た
︒
彼
ら
の
出
身
地

は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
︵
聖

書
の
引
用
は
新
共
同
訳
︶︒

﹁
わ
た
し
た
ち
の
中
に
は
︑
パ
ル
テ
ィ

ア
︑
メ
デ
ィ
ア
︑
エ
ラ
ム
か
ら
の
者
が

お
り
︑
ま
た
︑
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
︑
ユ
ダ

ヤ
︑
カ
パ
ド
キ
ア
︑
ポ
ン
ト
ス
︑
ア
ジ

ア
︑
フ
リ
ギ
ア
︑
パ
ン
フ
ィ
リ
ア
︑
エ

ジ
プ
ト
︑
キ
レ
ネ
に
接
す
る
リ
ビ
ア
地

方
な
ど
に
住
む
者
も
い
る
︒
ま
た
︑
ロ

ー
マ
か
ら
来
て
滞
在
中
の
者
︑
ユ
ダ
ヤ

使
徒
言
行
録
６
章
に
お
け
る

や
も
め
た
ち
の
奉
仕
（
下
）

目
か
ら
　
　
　
　
の
新
約
聖
書

目
か
ら
　
　
　
　
の
新
約
聖
書

ウ
ロ
コ

藤
原
豊
樹

14

ギリシア語は現代ギリシア語式の読み方。太字がアクセントで強く発音します。
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l

再
び
ガ
ト
に
亡
命

　

前
章
は
、
サ
ウ
ル
と
ダ
ビ
デ
の
大
き
な

別
れ
で
終
わ
り
ま
し
た
。

　

サ
ウ
ル
は
ダ
ビ
デ
に
言
っ
た
。「
お
前

は
祝
福
さ
れ
て
い
る
、
わ
が
息
子
ダ
ビ
デ

よ
。
お
前
が
行
な
お
う
と
す
る
こ
と
は
す

べ
て
実
現
し
、
必
ず
成
功
す
る
だ
ろ
う
」。

そ
し
て
ダ
ビ
デ
は
自
分
の
道
に
行
き
、
サ

ウ
ル
は
自
分
の
場
所
に
帰
っ
た
。

（
サ
ム
エ
ル
記
上
26
・
25
）

　

２
人
は
一
見
平
和
に
別
れ
た
よ
う
に
見

え
ま
す
。
し
か
し
こ
の
27
章
で
は
、
ダ
ビ

デ
が
嗣
業
の
地
で
あ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
諸

部
族
の
地
か
ら
出
て
、
ペ
リ
シ
テ
人
の
地

へ
下
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ダ
ビ
デ
は
自
分
の
心
に
言
っ
た
。「
今

の
ま
ま
で
は
、
私
は
あ
る
日
サ
ウ
ル
の
手

に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
私
に
は

ペ
リ
シ
テ
人
の
地
に
避
難
す
る
以
外
に
良

い
も
の
は
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
サ
ウ
ル
は

イ
ス
ラ
エ
ル
の
全
領
土
で
私
を
捜
す
こ
と

を
諦
め
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
私
は
彼
の
手

か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
」（
１
節
）

　

こ
う
し
て
ダ
ビ
デ
は
サ
ウ
ル
の
手
か
ら

完
全
に
逃
れ
る
た
め
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

敵
で
あ
る
ペ
リ
シ
テ
の
地
に
逃
げ
込
み
、

ペ
リ
シ
テ
人
と
結
託
し
よ
う
と
決
意
し
ま

し
た
。

　

ダ
ビ
デ
は
立
ち
上
が
り
、
彼
に
従
う
６

０
０
人
の
男
た
ち
と
共
に
、
ガ
ト
の
王
、

マ
オ
ク
の
子
ア
キ
シ
ュ
の
も
と
に
移
っ

た
。（
２
節
）

　

ダ
ビ
デ
は
逃
亡
生
活
の
初
期
の
頃
、
ガ

ト
の
王
ア
キ
シ
ュ
の
と
こ
ろ
に
逃
げ
込
ん

で
い
ま
す
。
護
衛
も
つ
け
ず
に
ゴ
リ
ア
ト

の
剣
だ
け
を
持
っ
て
忍
び
込
み
ま
し
た
。

ガ
ト
の
人
々
は
、
ま
さ
か
ダ
ビ
デ
が
サ
ウ

ル
に
追
わ
れ
て
い
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た

（
那
須
雄
二 

訳

）

ベ
ニ
ー
・
ラ
ウ

ダ
ビ
デ
が
亡
命
し
た
目
的

《
サ
ム
エ
ル
記
上
27
章
》

サムエル記講話

FAM  JQB  BYE
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v

パ
レ
ス
チ
ナ
料
理
の
レ
シ
ピ
本

　

私
が
愛
読
し
、
参
考
に
し
て
い
る
パ

レ
ス
チ
ナ
料
理
の
本
の
１
つ
に
、『
お

皿
の
上
の
パ
レ
ス
チ
ナ
』（Palestine 

on a Plate

）
と
い
う
本
が
あ
る
。
筆
者

の
ジ
ョ
ウ
デ
ィ
・
カ
ラ
は
ロ
ン
ド
ン
で

総
菜
屋
と
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
業
を
営
む
パ

レ
ス
チ
ナ
人
女
性
で
、
中
東
料
理
＝

肉
々
し
い
ケ
バ
ブ
と
い
う
固
定
概
念
を

覆
そ
う
と
、
野
菜
や
雑
穀
た
っ
ぷ
り
の

健
康
的
な
レ
シ
ピ
の
提
案
が
得
意
だ
と

い
う
。
彼
女
自
身
は
ロ
ン
ド
ン
で
生
ま

れ
育
っ
た
そ
う
だ
が
、
パ
レ
ス
チ
ナ
で

育
っ
た
母
親
や
祖
母
、
叔
父
、
叔
母
家

族
と
暮
ら
し
て
お
り
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
流
れ

る
パ
レ
ス
チ
ナ
料
理
が
た
く
さ
ん
載
っ

た
、
目
に
も
綺
麗
な
料
理
本
と
な
っ
て

い
る
。

v

交
易
の
中
心
と
し
て
栄
え
た
ガ
ザ

　

ジ
ョ
ウ
デ
ィ
曰
く
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の

地
は
歴
史
的
に
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の

民
族
が
支
配
し
、
交
易
の
中
心
地
と
な

っ
て
い
た
た
め
、
パ
レ
ス
チ
ナ
料
理
に

は
世
界
中
の
食
材
が
使
わ
れ
て
い
る
ん

だ
そ
う
。
今
は
封
鎖
さ
れ
、
紛
争
の
中

心
と
な
っ
て
い
る
ガ
ザ
は
、
は
る
か
昔

は
珍
し
い
ス
パ
イ
ス
や
新
し
い
技
術
が

海
路
で
ア
ジ
ア
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
運

ば
れ
る
窓
口
と
な
り
、
大
変
賑
わ
っ
て

い
た
そ
う
だ
。

越
出
水
月

ガ
ザ
の
海
鮮
料
理

イ
ス
ラ
エ
ル 

御
馳
走
帖

7668

EI)  M)  x!    E(  MS(  EQ) J|%   h!   M' x)
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危
険
な
キ
ー
ワ
ー
ド

　

10
月
７
日
、
ハ
マ
ス
の
残
虐
な
テ
ロ

行
為
で
始
ま
っ
た
ガ
ザ
の
戦
闘
か
ら
２

カ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ハ
マ

ス
は
当
初
か
ら
ガ
ザ
の
一
般
市
民
を
人

間
の
盾
に
し
て
ト
ン
ネ
ル
に
立
て
籠
も

り
、
激
し
い
空
爆
や
地
上
戦
で
も
ガ
ザ

の
民
間
人
を
犠
牲
に
し
て
き
た
。
そ
う

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
を
民

間
人
を
殺
害
し
て
い
る
〝
悪
者
〟
に
仕

立
て
、
世
界
か
ら
の
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
の

同
情
を
集
め
る
こ
と
で
、
自
ら
の
正
当

性
を
勝
ち
取
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

ガ
ザ
市
民
の
犠
牲
が
増
え
れ
ば
増
え

る
ほ
ど
反
イ
ス
ラ
エ
ル
の
風
潮
は
高
ま

り
、
ハ
マ
ス
が
有
利
に
な
る
と
い
う
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
続
い
て
い
る
。
ハ
マ
ス

の
幹
部
は
カ
タ
ー
ル
や
レ
バ
ノ
ン
な
ど

の
安
全
な
場
所
か
ら
、
ガ
ザ
の
市
民
に

さ
ら
な
る
犠
牲
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

11
月
下
旬
に
１
週
間
の
休
戦
が
実
現

し
、
ハ
マ
ス
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
か

ら
拉
致
さ
れ
た
約
１
０
０
名
の
人
質
が

解
放
さ
れ
た
が
、
ま
だ
倍
以
上
の
人
質

が
残
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
、
状
況
は
未

だ
流
動
的
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
、
今

後
の
戦
局
を
左
右
す
る
重
要
な
キ
ー
ワ

ー
ド
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
フ
ド
ナ
」
と

い
う
言
葉
で
あ
る
。

　

フ
ド
ナ
は
11
月
の
「
一
時
休
戦
」
に

も
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
一

般
的
に
は
「
停
戦
」
を
意
味
す
る
言
葉

で
あ
る
。
停
戦
と
言
え
ば
戦
っ
て
い
る

双
方
が
戦
闘
を
停
止
し
た
上
で
負
傷
者

が
救
出
さ
れ
、
何
ら
か
の
条
約
が
結
ば

れ
、
や
が
て
平
和
に
向
か
っ
て
い
く
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
例
え
ば
国
連

が
目
指
す
停
戦
と
は
、
当
事
者
の
合
意

が
成
立
し
た
後
、
安
全
保
障
理
事
会
の

決
議
に
基
づ
き
、
双
方
の
間
に
立
っ
て

軍
の
撤
退
を
監
視
す
る
こ
と
で
再
び
紛

争
が
発
生
す
る
こ
と
を
防
ぎ
、
対
話
を

通
じ
た
紛
争
解
決
が
平
和
に
実
行
さ
れ

て
い
く
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。

光
永
光
翼

ハ
マ
ス
が
企
て
る

　
 

「
停フ

ド
ナ戦

」
の
意
味

知
っ
て
お
き
た
い
中
東
・
イ
ス
ラ
ム

35
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70

●
ジ
ハ
ー
ド︵
正
戦
︶と
は
何
か

　

現
在
︑深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る﹁
イ

ス
ラ
ー
ム
原
理
主
義
﹂
は
︑
世
界
的
な
宗

教
復
興
運
動
の
一
環
と
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム

に
起
こ
っ
た
運
動
の
ひ
と
つ
で
あ
る
︒
こ

の
よ
う
な
運
動
は
イ
ス
ラ
ー
ム
だ
け
に
発

生
す
る
も
の
で
は
な
く
︑
様
々
な
宗
教
の

下
で
︑
地
域
や
国
ご
と
に
︑
そ
の
目
標
に

よ
っ
て
多
く
の
形
態
を
も
っ
て
展
開
す
る

の
で
︑
一
概
に
危
険
で
あ
る
と
判
断
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
︒

　

イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
運
動
は
︑
現
在
の
不

安
定
な
政
治
・
経
済
情
勢
の
も
と
で
起
こ

さ
れ
た
社
会
改
革
運
動
や
市
民
運
動
で
あ

る
︒
西
洋
的
な
自
由
主
義
や
民
主
主
義
と

は
異
な
る
思
想
基
盤
で
は
あ
る
も
の
の
︑

イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
義
に
基
づ
い
た
独
自
の

民
主
主
義
や
社
会
正
義
の
実
現
︑
富
の
公

正
な
分
配
︑
人
権
の
擁
護
︑
言
論
の
自

由
︑
道
徳
の
回
復
な
ど
を
目
指
す
活
動
で

あ
る
︒
多
く
は
理
科
系
の
エ
リ
ー
ト
集
団

を
中
心
と
し
て
一
般
市
民
の
支
持
を
得
た

穏
健
な
草
の
根
的
な
運
動
で
あ
る
︒
テ
ロ

や
武
装
闘
争
に
訴
え
る
戦
闘
的
集
団
の
動

き
が
世
界
の
耳
目
を
惹
い
て
い
る
が
︑
彼

ら
は
ご
く
少
数
派
で
あ
る
︒
イ
ス
ラ
ー
ム

世
界
で
も
︑
彼
ら
の
過
激
な
運
動
は
市
民

的
社
会
運
動
か
ら
区
別
さ
れ
︑
一
般
信
徒

か
ら
も
批
判
さ
れ
て
い
る
︒

　

過
激
な
武
装
集
団
が
そ
の
行
動
を
正
当

化
す
る
た
め
に
掲
げ
る
﹁
ジ
ハ
ー
ド
﹂
と

は
︑
本
来
は
ア
ラ
ビ
ア
語
で
﹁
努
力
﹂

を
意
味
し
て
お
り
︑
精
神
的
努
力
や
修
養

を
指
す
も
の
は
﹁
大
ジ
ハ
ー
ド
﹂
と
呼
ば

れ
る
︒
古
典
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
法
の
下
で

は
︑
戦
闘
的
な
ジ
ハ
ー
ド
は
﹁
小
ジ
ハ
ー

ド
﹂
と
呼
ば
れ
︑
こ
の
﹁
小
ジ
ハ
ー
ド
﹂

が
対
外
的
な
正
戦
と
し
て
発
効
す
る
た
め

に
は
︑
以
下
の
よ
う
な
厳
格
な
規
定
に
従

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

塩
尻
和
子

聖
戦
か
ジ
ハ
ー
ド
か

14

一
つ
の
神
と
三
つ
の
宗
教



撮影・平岡真一郎

ハヌカ祭－ヤッフォ門のプロジェクションマッピング

 ギャラリー　　　　　　　　  が贈る今月の一枚 ギャラリー　　　　　　　　  が贈る今月の一枚ギャラリー　　　　　　　　  が贈る今月の一枚←よく使っているロゴですが、
　サイズを変更すると、背景の水色の形が変わってしまいます。

★手漉き和紙にプリントした、絵画のような独特な風合いをもつ作品です★

制作元：ギャラリー「イスラエルの風」
 〒183-0042東京都府中市武蔵台 2-18-24

サ
イ
ズ

41.5×32.5㎝ 40,000 円 お問合せは
ミルトスへ

破壊されたスデロット市の警察署跡に設置された高さ 12mのハヌキヤ

ハヌカ祭にエルサレムのヤッフォ門に投影されたハヌキヤ（9枝の燭台）。
この祭りは紀元前 2世紀、マカバイ戦争に勝利してエルサレム神殿を
清めた故事を記念して 8日間祝われ、光の祭りとも呼ばれる。毎年恒
例となったこのプロジェクションマッピングは、今年も開催される。

「私たちの光を消すことはできない
⸺ イスラエルの民は生きている」


